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⒈　序章

1.1．　蒙疆政権とその軍事組織

1.1.1.　蒙疆政権

　蒙疆政権とは、内モンゴル独立運動の中心人物であった徳王（ドムチョクドンロブ郡王）

の指導の下、1937年に綏遠（現フフホト市とその周辺地域）で蒙古聯盟自治政府が成立し

てから、1945年の日本の敗戦までの間に、中華民国治下と満州国の治下以外の内モンゴル

地域に存在したモンゴル人の政権のことを指す。則ち、地域としては内モンゴルのシリン

ゴル盟とウラーンチャブ盟、帰化城トゥメト旗を中心とする地域である。徳王は日本と協

力し、かつ日本の実質的支配下にあったため、日本の「傀儡政権」であったとも言える。政

権の名称変更や拡大などによって、政府名は次のような3つの段階に変化するが、ここで

はその全体の名称を「蒙疆」あるいは「蒙疆政権」と略称して呼ぶ。

　

表1　蒙疆政権年表

蒙古聯盟自治政府 1937年10月28日成立

蒙古聯合自治政府 1939年9月1日成立

蒙古自治邦 1941年8月4日成立

　1928年、中華民国国民政府が蒙疆地域に熱河、察哈爾、綏遠の三省を設置した。そのた

めに内モンゴルのこの地域は完全に中華民国内の省となり、事実上モンゴル人の清代以来

の自治権が失われる危機的な状態になった。蒙疆政権の前身である蒙政会は、こういう時

代背景の下で1934年4月23日にウラーンチャブ盟の百霊廟で成立した。徳王がその秘書長

を務めた。当時の蒙政会は中華民国内に存在した地方政権であったが、中華民国政府から

の支持は得られなかった 1。1936年、関東軍の内蒙工作によって徳王と李守信が連携し、蒙

古軍政府が成立した。この時期に初めて“蒙古軍”2　が編成された。日系顧問22名が政府
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れないが、この名称自体が歴史上の用語であるため、呼び名を改変することによる不都合も
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を内面指導した 3。蒙古軍政府はその後日本軍と共同作戦をとりつつ、綏遠、包頭などの地

域を占領し、いくつかの盟旗を有する事になる。1937年には“モンゴル各盟旗の団結”と

いう徳王の主張に基づいて、蒙古聯盟自治政府が成立した 4。1939年には日本側の主導の

もとで、3自治政府（蒙古聯盟、察南、晋北）が統合されて、より規模の大きな蒙古聯合自

治政府が樹立され、初代の主席に徳王が就任した。

　1941年6月、徳王はかねてよりの願望通り日本の駐蒙軍に対して、厚和（フフホト）に「蒙

古自治邦」を樹立したいと要求した。それに対して1941年8月4日に、駐蒙軍が、蒙古聯合

自治政府を対内的に蒙古自治邦政府と呼ぶことを正式に承認したため、蒙古自治邦が成立

したのである 5。

1.1.2.　蒙疆政権における軍事組織

　蒙古軍政府が成立した時に編成された軍事組織が、所謂“蒙古軍”である。そのうち李守

信の率いる部隊が大多数を占めた。蒙古軍の中にもモンゴル人部隊の蒙師と中国人（漢人）

部隊の漢師という二系統があった。日本側の組織としては蒙古軍軍事顧問部、蒙古軍軍事

輔導官などの組織があって、日本の特務機関、駐蒙軍等も蒙古軍に関与することがあった。

　

1.2.　本研究の目的

　蒙古軍が創設されてから軍内部に大きな変化が起こったのは、1940年に蒙古軍の中の

漢師を「治安警備軍」へと移管・改編したことである。治安警備軍とは軍隊というよりも、

警察に近いものであり、この移管に伴って武器も大量に回収されるなど、大きな改編であっ

た。そこで、本研究ではなぜ漢人部隊を移管したのかという問題について論じてみたい。
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地図 1　蒙古聯盟自治政府の地図
（楊海英 2018 より）

地図 2　蒙疆政権の地図
（ミンガド・ボラグ 2019 より）



それによって、徳王と日本の軍事顧問とが漢人部隊に関してどのような意識を持っていて、

蒙古軍をどのような軍隊にしたいと考えていたのかという問題を解明することができ、ま

た、「漢人部隊移管」に関して徳王と日本側軍事顧問との両者の意見が一致した原因を探る

こともできると思量する。

1.3.　先行研究の整理

　まず、徳王に関する代表的な研究である森2000が、蒙疆政権の軍事組織などの内容も研

究している。例えば第一部第三章第三節「関東軍の内蒙工作」では、関東軍がいかにして熱

河作戦を進め、李守信の部隊をいかにして蒙古軍政府の部隊として編成したかということ

が書かれている。

　次に、李守信に関する研究である楊2018は、文史資料である『德穆楚克棟魯普自述』、『李

守信自述』、『偽蒙古軍史料』（後述の史料④を参照）を利用して書かれている。李守信の人

物像を、徳王に忠誠を尽くし勅諭を遵守するカリスマ的な将軍として描いている。徳王は

民族の復興を実現させる為に貢献し、勲一等瑞宝章を授けられて日本帝国の運営にも貢献

した日本帝国の将軍であったと述べている。李守信が関東軍の熱河政策によってドロン（現

多倫県）占領に成功し、徳王と初めて会見した時から徳王のために一個師団の部隊を組織

したことや、蒙古軍が成立した際には徳王と連携し、自分の率いる全部隊を蒙古軍政府の

直属部隊として編成したことも述べている。蒙疆政権が崩壊して徳王がモンゴル人民共和

国へ赴いた後にも、李守信は台湾へ逃亡することをやめて、最後に逮捕されるまで徳王と

行動をともにし、1966年5月23日に徳王が他界した時は、李守信が葬儀に駆けつけたとい

うような詳細な事情を明らかにしている。李守信は1970年に他界したが、本書では主に李

守信個人の軍人としての生涯を描写し、その政治行動に注目している。

　同じく楊2018では『李守信自述』に基づいて、李守信の率いる漢人部隊の第一軍が彼の

親衛隊のような存在であったと書かれている。この第一軍は、軍長の李守信がモンゴル人

であった以外は、将校と兵士の約一割だけがモンゴル人であったに過ぎない。総司令部の

中では烏古廷が参謀長、劉正中が副参謀長を担当し、郭光挙が参謀処長、張啓祥（アルビジ

ホ）が副処長であった。紀樹勲が軍械処長で、陳康烈が軍法処長で、丁其昌が砲兵隊長で

あった。この中では烏古廷、張啓祥（アルビジホ）だけがモンゴル人であった。楊2018では

1940年に蒙古軍の漢師を治安警備隊へと編成換えしたことについて、日本側はモンゴル軍

の勢力増大が脅威になり得るので、それ以上の増強と武装強化は必要でないと判断したと

理解している。また漢師を改編したことは李守信にとって右腕を失ったも同然であったと

している 6。
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　このように、先行研究は徳王や李守信個人に対する研究が中心であり、徳王が日本の内

蒙工作に関わった事情も研究されている。また、楊2018では李守信に対する評価や李守信

と徳王との関係などが論述されている。軍事面で言うと、そもそも李守信は蒙古軍の総司

令を務めていたので、その回想録には軍関係の大変詳しい記憶が残されている。それに対

して、楊2018は李守信の人物伝のような書物なので、彼が率いる部隊についても若干書か

れてはいるが、蒙古軍全体を見るとなお研究が不足していると言わざるを得ない。また、

李守信軍は漢人部隊を多数含んでいるという特徴を有していたため、その内部での複雑な

民族アイデンティティーなど未解明の問題も指摘できる。すなわち蒙疆政権の軍隊に対す

る専門研究が大きく不足しているため、本研究では先行研究の成果を踏まえた上で「漢人

部隊移管」問題をより深く論じてみたい。

1.4.　本研究で使用する史料

　本研究では以下のような史料を利用する。

　史料①アジア歴史資料センター。ウェブページにて閲覧可能な日本の外務省外交史料

館所蔵史料：昭和戦前期（A B C E F G H I M N Z）門（すでにデータベース化されてイン

ターネット上で公開されている）。特にアジア歴史資料センター　「漢人部隊移管計画」　

C13021510600。また外務省外交史料館の閲覧室で閲覧可能な資料：昭和戦前期（D J K L O）

門（未だウェブ上で公開されていない史料）。

　史料②日本の防衛省防衛研究所所蔵史料（ウェブ上での公開がなされていない史料）陸

軍一般資料　「満洲 -満蒙54蒙古軍軍事顧問部」

　史料③『現代史史料』8、10。みすず書房、1964年。

　史料④『内蒙古文史資料』シリーズの『德穆楚克棟魯普自述』（第13輯、1984年）、『李守

信自述』（第20輯、1985年12月）、『偽蒙古軍史料』（第38輯、1990年）など総数50輯。内蒙

古人民出版社。ただし徳王や李守信がこれらの回想の中で事実や自らの心境をありのまま

に記録できたとは限らないため、使用に当たっては注意が必要である。

　史料⑤春日行雄（かすがゆきお）編纂（2004）『蒙古軍史稿』出版社名なし（複写製本限定

非売）。東京外国語大学附属図書館及び国立国会図書館所蔵。この本は、昭和15（1940）年8

月から同20（1945）年8月15日までの期間に、当時の内蒙古の官衙、部隊、学校などに務め

ていた日本人の記憶をもとにまとめた蒙古軍に関する回顧録である。具体的には、蒙古軍

の建軍、参戦、整軍、改編、敗戦等の流れについてまとめた上で、「蒙古軍将兵を律しよう

とした行為に対する贖罪の結果としての本である」と編者がまとめている。総数30件、合

計1100通の史料。

　史料⑥蒙疆政権における日本人関係者たちの回顧録、著作など。例えば以下の通り。
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・松井忠雄1966『内蒙三国志』原書房。関東軍の熱河作戦に参加したドロンと徳化の元特務

機関補佐官の回想。

　史料⑦ジャクチト・スチン著1985『我所知道的德王和當時的內蒙古』東京外国語大学ア

ジア・アフリカ言語文化研究所

2.　移管の具体像

2.1.　漢師師長の移管

　まず最初に、1939年軍事顧問部が李守信軍第一師の師長劉継広を包頭市の市長に任命

し、包頭市へ移動させた（後に蒙古聯合自治政府最高検察庁の庁長に任命される）。第一師

は蒙古軍の中でも最も規律が良く、戦闘力も他の師連隊に比べて最も強かったと言われる。

第一師は昔の毅軍 7出身の兵士の比率が最も高く、全員漢民族の出身である「漢師」であっ

た。後に砲兵隊長の丁其昌を第一師の師長に任命したが、丁も1939年蒙古聯合自治政府の

時、治安部隊長に移動させられた。徳王と日本の軍事顧問部とが主導して劉、丁を相次い

で移管した原因は、もともと毅軍が北洋政府の軍隊であったため、師長を移管することに

よって第一師の師長と兵士を切り離したかったのだと思われる。李守信自身が以下のよう

に述べている。

　

　（筆者による日本語訳）

漢師については、私が包頭へ侵入してから、地方の安定を守るため、第一師の師長劉

継広を包頭市市長に任命した。（日本人と徳王は私の第一師が「毅軍」出身であること

をわかっていた……）……丁其昌は1939年の秋まで師長に就いていたが、この年に蒙

疆聯合自治政府（ママ）が成立し丁を治安部部長へ任命したのである。

　

　第二師の師長陳景春は，元来、承徳市囲場県の地主であり、軍人出身ではなかったが、第

二師の師長に任命されていた。彼は、崔興武の東北騎兵第17旅 8に入隊する前は、国民党中

央軍の宋哲元 9の部下であった。蒙古軍が帰綏へ移動した時、彼は同じ囲場県出身の国民党

軍熱河特派員姚景川と頻繁に往来していた。また抗日部隊ともこっそりと連絡していたた

め、関東軍や徳王による疑いを招いてしまった。命を守る為に彼は1939年に自ら下野した。

李守信は以下のように回想している。
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7  毅軍とは1912年4月30日に北洋政府の臨時大総統袁世凱が熱河地方の軍隊を改めて編成した
軍隊である。

8  1924年に編成された奉天軍閥の東北騎兵第17旅。旅長は崔興武であり、李守信が第34連隊の
連隊長であった。

9  中華民國軍人、陸軍上將。



　（筆者による日本語訳）

第二師師長陳景春は囲場県の地主であり、民団を率いて崔興武の「東北軍」十七旅に

参加する前、宋哲元の「国民軍」に参加したことがある。抗日部隊の人、特に後套に住

んでいた国民党軍熱河特派員姚景川と頻繁に往来していたことが露呈するのを恐れ、

軍隊を離脱した。

　

　王振華が率いる第三師について言うと、1938年に傅作義が帰綏を攻めた時、連隊長の慕

新亜が傅作義軍の馬占山に投降してしまった。その責任を取らされて、師長の王振華は駐

蒙軍によって免職された。後に、李守信が自分の部下である参謀部の劉星寒を新たな師長

に任命したが、劉星寒も、抗日部隊と結託したとして、蒙古聯合自治政府によって疑われ

て免職されることになった。李守信は以下のように回想している。

　（筆者による日本語訳）

王振華が第三師師長を担当していて、1938年夏に傅作義軍による帰綏攻撃を受けた

時、連隊長の慕新亜が傅作義軍の馬占山に投降してしまったことで王振華が免職され

た。私は司令部副参謀長の劉星寒を師長に任命したが、師長になってまもなく、抗日

部隊と結託した疑いで、彼も張家口の駐蒙軍によって疑われて免職された。

　

　こうして、漢人部隊の第一師、第二師、第三師の師長が相次いで師長から免職或いは転

任させられたのである。

2.2.　移管された漢師の駐屯地と総兵力

　1940年頃、第一師は包頭市辺りに駐屯していた。次ページに掲げた地図3は防衛省防衛

研究所に所蔵されている1940年3月31日現在における兵力配置要図（史料②）である。地

図の中で、Dと示されているのは師団（英語のdivision）という意味である。当時の蒙古軍

の漢人部隊三個師団各々の地図上における表示名としては、Kが騎兵団、Iが歩兵団、A

が砲兵団、Gが警衛師である。当時の日本の軍隊符号に従って記述されていることがわか

る。例えば、地図3の左上（北西）部分に「1/3  2/1K」と書かれているのは騎兵第1連隊の第

2中隊中にある3つの小隊の中の第1小隊という意味である 10。したがって地図3の1Dとは
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10 ウェブページ「http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/956386国立国会図書館デジタルコレクション　
陸軍軍隊符号」参照。北元悠一郎氏（神戸大学）の御教示による。ちなみに、この数字やアルファ
ベット表記が戦後になってから追記されたものであるという見方もあり得るが、この表示方
法自体が当時の日本の陸軍で用いられていた方法であるため、筆者は、これらが最初から地
図上に表記されていたものだと考えている。



漢師の第一師を指す。地図3で2Dと書かれているのが第二師のことである。第二師は厚和

（フフホト）辺りに駐屯していた。地図3で3Dと書かれているのが第三師である。第三師は

平地泉（現ウラーンチャブ市集寧）に駐屯していた。駐屯地から見える包頭、厚和、平地泉

というこのラインは、蒙疆政権領内の東西を結ぶ交通の要衝であった。鉄道もこのライン

を走っていた。

　蒙古軍全9個師団の総人数は一万人余りであったが、次ページに掲げる表2「漢人部隊移

管計画」（史料①）によると、最終的にそのうちの約三分の一を占める第一師、第二師、第

三師の「漢人部隊」の将官3名、校官40名、尉官234名、軍士官511名と兵士2091名の総数

2874名が移管された。表2の左端にある備考欄から見ると、残りの350名の漢人部隊は目下

移管困難であるという理由でこの時には残置されたようである。

2.3.　移管された武器

　以下に示す「漢人部隊移管計画」の「移管要領」（史料①）によると、「漢人部隊」の装備

していた武器については、三師それぞれの駐屯地である包頭、厚和、平地泉で引き継ぎ

の儀式を行うという規定であった。引継場所では武器を陳列して、日本軍に警備させた。

武器の引き継ぎが終わったあとどこへ渡したのかは不明だが、後に拡大された蒙古軍や新

たに募兵された新兵などが装備した可能性が高い。
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地図 3　第一師、第二師、第三師の兵力配置要圖　防衛省防衛研究所
陸軍一般資料　満洲－満蒙，蒙古軍軍事顧問部 C13021510600（史料②）



表2　アジア歴史資料センター　漢人部隊移管計画　C13021510600 （史料①）

漢人部隊移管計画（史料①）

 第一　移管要領

 其一、一般要領

一、 移管部隊ハ昭和十五年四月三十日各師司令部駐屯地ニ於テ政府側ニ移管引継キヲ終ル

モノトシ人員、馬匹、兵器（迫撃砲ヲ除ク）被服（防寒帽、同外套、靴ヲ除ク）諸器材（迫

撃砲属品、同駄鞍同駄馬ヲ除ク）凡テ現状ノ儘之レヲ引継クモ兵舎ハ依然蒙軍ノ管理

ニ属スルモノトシ要スレハ一時移管部隊ニ於テ使用スルコトヲ認ム　　但シ迫撃砲隊

兵員ニハ小銃ヲ携帯セシム

2020年3月

－ 163 －

 8

の儀式を行うという規定であった。引継場所では武器を陳列して、日本軍に警備させた。

武器の引き継ぎが終わったあとどこへ渡したのかは不明だが、後に拡大された蒙古軍や新

たに募兵された新兵などが装備した可能性が高い。 
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表 2 アジア歴史資料センター 漢人部隊移管計画 C13021510600 （史料①） 

 

漢人部隊移管計画（史料①） 

第一 移管要領 

其一、一般要領 

一、移管部隊ハ昭和十五年四月三十日各師司令部駐屯地ニ於テ政府側ニ移管引継キヲ

終ルモノトシ人員、馬匹、兵器（迫撃砲ヲ除ク）被服（防寒帽、同外套、靴ヲ除ク）

諸器材（迫撃砲属品、同駄鞍同駄馬ヲ除ク）凡テ現状ノ儘之レヲ引継クモ兵舎ハ依然



二、 移管引継ハ蒙古軍側責任者及引継委員会、政府側関係者竝ニ関係日本軍側立会ノ下ニ

移管及宣誓式ヲ実施シテ之ヲ行フモノトス細部ハ別ニ定ム

　

　表3「移管兵器調査表」（史料①）に見える「チェッコ式騎銃」、「チェッコ式軽機関」とい

うのは1920年代後半にチェコスロバキアで開発された武器を中華民国が受注契約し、中華

民国国軍に装備したものであった 11。 もともと李守信は中華民国の東北騎兵第17旅第34

連隊の連隊長であったため、その部隊も中華民国国軍の武器装備を受領していたと思われ

る。そのために、蒙古軍の中の漢師も中華民国軍の武器を持っていたことがわかる。移管

された時、チェコ製の武器は141挺あった。

 

　漢師に数多く装備されていた2192挺の「一三歩兵銃」は李守信の元の部隊が奉天軍閥や

直隷軍閥に所属していた時に装備されたものである可能性がある。「十三年式村田銃」（正

式には「明治十三年 大日本帝國村田銃」）は、明治期の日本軍が採用した最初の国産小銃で

ある。この村田銃は、日清戦争、日露戦争、義和団事件、第一次世界大戦などで日本の歩兵

によって使われていた。中国の軍閥や中華民国軍が鹵獲や売却などの形でこれを入手した

ものと思われる。村田銃は13年式村田銃、16年式村田銃、18年式村田銃、22年式村田連

発銃、22年式村田連発騎銃という順番に発展していくので、「一三式村田銃」はその中で

も一番古い銃であった。1930年代の時点で考えると当時の陸軍装備としてはかなり遅れ

ていたことがわかる。それに比べて性能の優良な「三八式歩兵銃」は4挺しか装備されてい

ない。日本陸軍の主要な歩兵銃の流れは、その後、「三八式」、「四四式」、「九九式」と続き、

1930年代にはすでに「九九式歩兵銃」が日本陸軍によって使われていたのである。しかし、

蒙古軍の漢人部隊には日本製の新式武器は配分されていなかったことがわかる。徳王は日

本軍から直接もらった武器をモンゴル軍のモンゴル人部隊の方に装備していたという可能

性も考えられよう。その他の武器の詳細については今後の課題としたい。
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図 1　チェッコ式騎銃
（http://www.forgottenweapons.com/wp-content/

gallery/zh29/jpg）

図 2　チェッコ式軽機関銃
（https://www.t-s-27.net/T27files/vz26a.jpg）

11 中國近代兵器工業編審委員會編1998参照。



表 3　移管兵器調査表：C13021510600（史料①）

3.　移管した理由

3.1.　蒙疆周辺の軍隊

　以下の一覧は『現代史史料』（史料③）に見えるものである。松室孝良、片倉衷、松井忠

雄の所蔵する内蒙工作の史料の中で1936年頃の蒙疆政権の軍事力と周辺の中国部隊が列

挙されている。そのうち蒙疆政権の領内と想定される場所にも以下のような軍隊が入り混

ざっていた。

　一、  在綏遠山西軍（総指揮は傅作義）

　（一） 包頭―百霊廟　第七十師　王靖國　山西騎兵第二師 孫長勝

　（二） 綏遠一帶 第十三師 傅作義

　（三） 平地泉 一帶、陶林、紅格爾圖、興和を前線とす 12

　傅作義は綏遠省の主席であって、国民党山西軍第四軍を率いていた。その軍隊も綏遠辺

りに駐屯していて、蒙古軍と対立する状態であった。さらに、蒙古軍の中でも漢人部隊の

士官が傅作義に投降する傾向があったのである。このように、蒙疆政権の漢人部隊三個師

団が駐屯していたのとすぐ隣り合った地域に軍閥や中華民国の政府軍も駐屯しているとい

う状況であった。これらの軍隊と蒙疆政権の漢人部隊との往来が頻繁にあったことは前掲

の『李守信自述』の中にも記述されている通りである。
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式」と続き、1930 年代にはすでに「九九式歩兵銃」が日本陸軍によって使われていたので

ある。しかし、蒙古軍の漢人部隊には日本製の新式武器は配分されていなかったことがわ

かる。徳王は日本軍から直接もらった武器をモンゴル軍のモンゴル人部隊の方に装備して

いたという可能性も考えられよう。その他の武器の詳細については今後の課題としたい。 

表 ３ 移管兵器調査表： C13021510600（史料①） 

 

３． 移管した理由 

３.１． 蒙疆周辺の軍隊 

以下の一覧は『現代史史料』（史料③）に見えるものである。松室孝良、片倉衷、松井忠 

雄の所蔵する内蒙工作の史料の中で 1936 年頃の蒙疆政権の軍事力と周辺の中国部隊が列

挙されている。そのうち蒙疆政権の領内と想定される場所にも以下のような軍隊が入り混

ざっていた。 

 

一、在綏遠山西軍（総指揮は傅作義） 

（一）包頭―百霊廟 第七十師 王靖國 山西騎兵第二師 孫長勝 

（二）綏遠一帶 第十三師 傅作義 

（三）平地泉 一帶、陶林、紅格爾圖、興和を前線とす12 

 

傅作義は綏遠省の主席であって、国民党山西軍第四軍を率いていた。その軍隊も綏遠辺

りに駐屯していて、蒙古軍と対立する状態であった。さらに、蒙古軍の中でも漢人部隊の

 
12『現代史史料』（史料③）８：593。 
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3.2.　漢人部隊の叛逃

　日本側の軍事顧問部が残した史料には、漢人部隊が蒙古軍を裏切った時の蒙古軍第二

師第四団の叛逃者に関する記録が残っている。「漢人移管」を実施する2年前に当たる成紀

733（1938）年5月7日に蒙古軍第二師の師長であった陳生が日本の軍事顧問部に報告した

記録（図3）では、蒙古軍第二師第四団の團部少尉副官（趙晋宸）、少尉軍醫（安士英）、少尉

軍需（王存仁）などの軍官が187名の兵士と共にフフホト周辺の巴彥縣草欄村で逃亡した

ことがわかる（前掲の地図3に示した）。これらの逃亡者は少尉3人を含めて全員が漢族出

身であり、武器や馬匹とともに逃亡したのである。逃亡した原因と逃げた方向は書かれて

いない。図3はそれを記録した史料である。日本側や徳王がこれら漢人部隊の逃亡や武器

の流出を恐れていた可能性は高いであろう。

3.3.　大漢義軍によるシラムレン廟兵変

　1936年に蒙古軍第七師（全員モンゴル人）に破滅的な衝撃が起きた。関東軍の謀略部隊

であった王英 13の大漢義軍がシラムレン廟で反乱を起こし、傅作義との戦いで日本と協力

しつつ共同作戦を取っていた蒙古軍第七師のモンゴル人兵士と日本の軍事顧問22名とを

ともに殺してしまったのである。この事件も徳王が漢人の部隊を警戒し始めた原因の一つ

であると思われる。

   徳王はこの事件について詳しく記録を残していて 14、それによると、王英に編成させた「大

漢義軍」と蒙古軍とに命じて綏遠省へ侵攻させるよう1936年に徳化特務機関長田中隆吉が

主張した。戦略上王英の漢軍を先鋒として「漢族を利用

して漢族を打つ、蒙古軍は後方で督戦する」と田中が主

張したという。徳王によると当時徳王自身の狙いは綏遠

省であり、王英の狙いは河套地域であった。しかし、結

果的には傅作義軍と数回の戦闘を交わした結果、大敗を

喫してシラムレン廟に両軍共駐屯することになる。以下

の回想にあるように、この時徳王は、王英の漢人部隊を

蒙古軍と同じ場所に駐屯させたくなかったという。結局

恐れていた通り、王英部隊の旅団長であった石玉山と金

憲章が傅作義側とすでに内通していて兵変を起こしたと

いうことのようである。
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13 河套の地方軍閥である。自らが率いる部隊を大漢義軍と称し、日本へ投降していた。
14 『德穆楚克棟魯普自述』p.43。森（編）1994（『徳王自伝』）：157。

図 3  蒙古軍第二師第三団叛迯官氏名表（史料②）



　（森久男氏による日本語訳）

その頃、私は第七師を王英の部隊と同じ場所に駐屯させたくなかったので、軍事署長

王宗洛を飛行機で同廟へ派遣して、部隊の慰問、情勢の観察、部署の配置をさせたほか、

特にムグドンボ 15に電報を打って、同廟にいる第七師の将兵を移動させ、ボラト廟に

集結するよう命令した。意外にも、王英部隊の日本人顧問小浜大佐はどうしてもそれ

を許さなかった。ムグドンボが「これは徳王総司令の命令です」と言って、部隊を指揮

して出発しようとしたところ、第七師の野崎顧問は何と刀を抜いて、次のように脅迫

した。「ここに駐屯している部隊はすべて小浜大佐の統一指揮下にあり、大佐の命令に

従わなければならない。さもなければ、軍刀に物を言わせてやる」16。

　

　王英の部隊に関しては初期の内蒙古工作を担当していた松井忠雄も全く信用していない

様子であった。当時徳化機関補佐官であった松井忠雄大尉の手記には以下のように記録さ

れている。（　）内は引用者による補足である。

　

これらの部隊（王英の大漢義軍）を機会があれば武装解除し、或いは追放しようとし

たのは、以上の（内通の）内情を（松井自身が）知っていたからで、田中隆吉にもしば

しば忠告した。隆吉が工作の主軸と考えた謀略部隊は、実は使用期限の切れた黄色薬

みたいなもので、何時どんなエネルギーをうけて爆発するか、判らぬ危険極まりない

ものであった 17。……中国は猛烈な切り崩しをやり出した。蒋介石や閻錫山と連名で

「内蒙軍将兵に告ぐ」とし、「親愛なる中国同胞よ !君等はなぜ綏東を侵略する必要があ

るのか。君達中国人が中国人を打ち殺す悲惨事をやめて、速やかに正義にかえれ !君等

が、このままぐずぐずしておれば中国四億の同胞は、君等を蛇蝎視するに至るだろう。

速やかに中央軍隊に来れ !」といい、一銃、一門、一機に賞をかけ、我々の首にも金を

かけた。

　王英、金甲山部隊に入れた密偵報は、部隊の統制全くなく、幹部は連日会議を開き、

反正（寝返り）を論じていると報告した。徳化 18に注意すると、「疑えば、李守信と雖も

同じ」と、放言して相手にしない。切り崩しは、張家口から行われ、張勵生 19が動いて

いた。苦肉反間 20を李守信と我々の間に行った。隆吉はカンカン怒ったが、（李守信が
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15 第七師師長。
16 森（編）1994（『徳王自伝』）：169。
17 『現代史資料』8：564。
18  徳化とは蒙疆政権総司令部のことを指している。
19 国民党の河北平津特派員。
20 苦肉反間とは敵の間者を使って敵情を知り、敵の仲を裂く「反間の計」と、自分の身を傷つけ

ることで、相手の信頼を得て密偵行為を行う「苦肉の計」のこと。



中国側に内通する）事実はなかった。しかし上海電は、デカデカと李守信の反生を宣

伝した 21。

　

　事件後のことについて松井は以下のように回想している。

　

翌十日間仁田通信手が一人だけ生還して来た。その報告によると、小濱大佐は寝台の

上で腹に短刀をさされ、副官は入口で斃れ大月一人拉致され、他のものは廟の壁にな

らんで立たされ、片端から銃殺、本人は隣の血をあび昏倒し、夕方寒さで目がさめ、ラ

マ坊主の所で衣類をかりてスニトにたどりついた、というのだった 22

　

　関東軍の謀略部隊である王英の部隊は綏遠事件 23前に松井忠雄のいう通り、「漢族を利

用して漢族を打つ」という目的で成立したのであるが、中華民国軍と内通していて、実際

には当時は反日、反モンゴル的であったということが、シラムレン廟兵変の事例でわかる。

本稿の2.1の所ですでに述べたようにこの反日的な情況が李守信の漢人部隊にまで及んで

いたのである。漢人部隊の有する意向としては、そもそもモンゴル民族の独立自治や日本

の内蒙工作を目指してはいなかったのである。徳王は1936年のシラムレン廟兵変という大

事件から漢人部隊を信用しなくなったものと思われる。シラムレン廟兵変について徳王は

以下のように回想している。

　（森久男氏による日本語訳）

今回の反乱では第七師将兵の死者は数百名にのぼり、大きな損失を被った。私とムグ

ドンボ（第七師師長）はチャハル盟の蒙古人に非難され、彼らは歌まで作って我々を

罵った。これは私が日本帝国主義と結託して綏東の戦いを挑発した結果である 24。

　徳王はシラムレン廟兵変の前からモンゴル人部隊（第七師）と王英の漢人部隊とが共同

作戦をとることについて賛成していなかったが、結局田中隆吉の「漢人を利用して漢人を

打つ」、そしてモンゴル軍は後方で督戦するだけ、という進言を受け入れた。統帥権は日本

側に握られていたので、仕方なく王英の漢人部隊と共同作戦を取ったのである。傅作義軍
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21 『現代史資料』8：571。
22 『現代史資料』8：574。
23 綏遠事件とは1936年末、徳王、李守信や王英の部隊が関東軍の後援のもとで綏遠省に進出し、

同省の傅作義軍に撃退された事件である。
24 森（編）1994（『徳王自伝』）：170。



に敗れた後も、王英の漢人部隊とともにシラムレン廟に集結することになった際、部下に

すぐシラムレン廟から離れるように強く念を押してまでいたのである。そのため、事件に

ついての徳王の回想をみると、第七師の将兵、すなわちモンゴル兵を全員死なせてしまっ

たことについて、悔しさと怒りに満ちた気持ちになったことがよくわかる。そもそも王英

らの漢人部隊を信用していなかった徳王は、シラムレン廟兵変によって、さらに、反漢的

な感情になったのではないだろうか。

3.4.　漢人部隊に関する徳王の思惑

　それでは徳王は、蒙古軍内部の漢人部隊に対してどう考えていたのであろうか。『德穆楚

克棟魯普自述』によれば、漢人部隊の移管を最初に主張したのは「日本側」であった。徳王

は蒙古聯盟自治政府時期の末期に、日本側が蒙古軍各師をすべてモンゴル化し、漢族によっ

て編成された蒙古軍第一師、第二師、第三師を各県に駐在する警察隊に改編するよう指示

したと回想している。

　徳王はこれに対しては当初反対していたという。その理由として徳王は以下の三点をあ

げている。

①第一、二、三師の多くは漢族であっても、李守信と密接な関係がある。

②彼らは綏東（綏遠省東部）の戦闘および綏遠各県を占領する際にかなりの功績を立てた。

③彼らは徳王にも忠誠を誓っていて、徳王に背いたのは一部のみである。

最終的に徳王は「日本側はどうしても譲らず、いくら議論してもむだだとわかって、仕方

なくそのいいなりになった」25という。

　ところが、その一方で、以下に引用する『李守信自述』によれば、徳王自身も何度も蒙古

軍の内部にモンゴル人青年を抜擢するよう要請していた。つまり、当初はモンゴル人を入

れることによって蒙古軍を純粋モンゴル人化していき、漢人部隊の持つ潜在的な危険性を

徐々に取り除いていきたかったようである。しかし、その後、前述の兵変の影響などもあっ

て結局漢人部隊の移管に賛成せざるえなくなったということのようである。

　（筆者による日本語訳）　　

　彼（徳王）は腹心の配置、新人の育生、懐柔、漢人の排除という四つの手段を用いて、

私（李守信）の権力を奪うつもりであった。……（徳王は）総司令部の上に参謀、教育、

総務の三つの部門を設けるよう駐蒙軍に進言した上で、さらに全てモンゴル人に担当

させることを強調した。
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25 『德穆楚克棟魯普自述』p.71。森（編）1994（『徳王自伝』）：205。



　彼（徳王）は漢人を信用しないため、純粋のモンゴル人部隊を創設して、彼の天下を

取るための親衛隊にしたかった……

　1938年年末頃の段階で私は一万八千人の兵隊を有し……しかも、（そのことで）日

本人が不安になり、徳王の嫉妬を促した。皆私の兵権を除去したい……日本と徳王は

私の第一師が「毅軍」出身で、戦闘力も一番強いことがわかっていたので、第一師から

手をつけた。

　

　徳王は蒙古軍創設時の李守信の役割を認めていて、李守信自身をも信用していたため、

表立った漢人部隊移管には当初反対していたようである。また蒙古軍の実際の統帥権は軍

事顧問部や駐蒙軍にあったので、徳王は政府主席であったにもかかわらず、軍のことにつ

いては日本側に意見を提案することしかできなかった。しかしながら、その提案の主な内

容をみると、やはりあくまでモンゴル人の抜擢と漢人の排除であった。したがって、漢人

部隊の移管に徳王自身が強く反対していたとは、とても考えられない。むしろモンゴル人

政権としての色彩を強めるという目的で、結果的に日本側の移管提案に賛成していた可能

性の方が高いのではないだろうか。『徳王自述』は徳王自身がいかに罪を犯し、モンゴル人

と漢人に被害を与えて“漢奸”となったかということを回想するという情況下で書かれた

ものであるため、実際に徳王自身が漢人部隊に対してどう思っていたのかはわかりづらい

が、軍事面において特に詳しい『李守信自述』と合わせて読むと、漢人部隊の移管に関して、

徳王自身もある程度の役割を果たしていたことがわかるであろう。

4.　終章

　蒙疆政権が成立する前段階で、徳王、李守信、日本の三勢力の結託によって蒙古軍政府

が成立し、蒙古軍が編成された。李守信の部隊の中にもともと熱河の地方部隊であった漢

人部隊三個師団が入っていたため、結果的に蒙古軍の中に中国人部隊が入り混じっていた

ことになる。これが蒙古軍の初期の段階での大きな特徴であった。

　徳王は李守信の立場を考えて最初は漢人部隊移管に対して反対していたが、そもそも徳

王が日本と協力した目的はモンゴル人の独立を目指すものであり、蒙古軍全軍の戦闘力の

低下はもちろん望まないとしても、蒙古軍をモンゴル人の軍隊として編成したいという希

望があったため、結果として漢人部隊の移管に同意したものと考えられる。一方、日本側

が漢人部隊の移管を主導したのは、漢人部隊による反乱や民国側への寝返りを警戒したた

めである。こうして徳王と日本側の意見が一致した結果、蒙古軍内部を大きく改革し、漢

人部隊を全て蒙古軍から排除したのである。

　こうして結果的に弱体化していった蒙古軍をモンゴル人兵士によって増強していこうと
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する新たな動きについては、今後の課題としたい。
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